職　員　給　与　規　程
（目　的）

第１条　　この規程は、公益社団法人全国調理職業訓練協会（以下「協会」という。）職員の給与に関する事項を定めることを目的とする。

２　臨時に勤務する者及び常時勤務を要しない者については、この規程を適用しない。

（給与の種類）

第２条　　職員の給与は、次のとおりとする。

　　　（１）　給料

　　　（２）　時間外勤務手当

　　　（３）　通勤手当

２　協会の業務について生じた職員に対する実費の支弁は、給与に含まれないものとする。
（給与の支払い）

第３条　　職員の給与は、指定口座への振込支給とする。ただし、法令に基づき、その職員の給与から控除すべきものがある場合には、職員に支払うべき給与のうちからその金額を控除して支払うものとする。

（給与の決定）

第４条　　職員の受ける給料は、職員就業規則第７条に規定する勤務時間に対する報酬である。
（俸給表）

第５条　　職員の俸給表は、別表のとおりとし、職員の職位の種別に応じて、それぞれ当該俸給表に定める職員に適用する。
（給与の支給日）
第６条　　給与は、月の１日から末日までの期間につき、その月の２５日に支給するものとする。ただし、その日が休日に当たるときは、その前日に支給するものとする。
（時間外勤務手当）
第７条　　職員就業規則第７条に規定する勤務時間を超えて勤務することを命ぜられた職員については、その正規の勤務時間を超えて勤務した時間に対して第８条に規定する勤務時間１時間当たりの給与額の１００分の１２５（その時間が午後１０時から翌日の午前５時までの間である場合は、１００分の１５０）を、時間外勤務手当てとして支給する。
（時間外勤務手当の支給日）

第８条　　時間外勤務手当は、月の１日から末日までの期間における分について、一括して翌月の給与支給日に支給する。

（勤務１時間当たりの額の算出）

第９条　　第６条に規定する勤務時間１時間当たりの額は、次の算式により計算した額とする。

　　　　　　　　　給料月額　　×　１２
　　　　　　　　　　　４０　×　５２
（通勤手当）
第１０条　　通勤手当は、次に掲げる職員に支給する。
　　通勤のため交通機関を利用することを常とする者であって、通勤距離が片道２キロメートル以上の者に１ヶ月定期券分の額を支給する。
（休暇の際の給与）

第１１条　職員就業規則第１３条及び第１４条に規定する年次有給の日については、通常の勤務をしたものとして給与を支給する。

（欠勤等の際の給与）

第１２条　職員が業務上の傷病により遅刻、早退又は欠勤した時間又は日については、通常の勤務をしたものとして給与を支給する。

２　職員が業務外の傷病により欠勤した場合は、その欠勤の期間が欠勤を始めた日から、普通疾病については３月間、結核性疾病については１年間給料の全額を支給する。
３　職員が前２項以外の事由により欠勤した場合（職員就業規則第１５条第４項の規定により無断欠勤として取り扱われた場合を除く）が１月に達するまでは給料の全額を支給する。
４　職員就業規則第１５条第４項の規定により無断欠勤として取り扱われた職員に対しては、その日の給料を支給しない。この場合には給料月額を２２で除して得た額にその欠勤の日数を乗じた額を給料から控除して支給する。
５　前第２項及び第３項の欠勤の期間には、休日を通算するものとする。
（休職者の給与）

第１３条　職員が業務上の傷病により休職を命ぜられたときは、その休職期間中、給料の全額を支給する。

２　職員が業務外の傷病により職員就業規則第１７条第１項第１号及び第２号の規定により休職を命ぜられたときは、その休職の期間中、普通傷病については休職を命ぜられた日から６月間については、給料の１００分の６０、結核性疾患については、１年に達するまでは給料の１００分の６０を支給することが出来る。
（その他の事項）
第１４条　パート職員及び契約職員については、会長がそのつど定める。
（改廃）
第１５条　この規程の改廃は、理事会の決議によるものとする。
附則
　　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整備法」という。）第１０６条第１項に定める公益社団法人の設立の登記の日から施行する。
別表

職員俸給表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
	号俸　　職位
	管理職員
	正職員
	嘱託職員

	１
	３２３，４００
	２０９，６００
	

	２
	３３３，１００
	２２３，３００
	１５２，１００

	３
	３４２，８００
	２３７，４００
	１５９，６００

	４
	３５２，６００
	２５１，７００
	１６７，１００

	５
	３６２，４００
	２６４，３００
	１７４，７００

	６
	３７２，３００
	２７６，５００
	１８２，３００

	７
	３８２，２００
	２８８，６００
	１９２，５００

	８
	３９２，１００
	２９８，９００
	２０９，６００

	９
	４０２，０００
	３０９，１００
	２２３，３００

	１０
	４１２，０００
	３１９，２００
	２３７，０００

	１１
	４２２，１００
	３２９，３００
	２５０，７００

	１２
	４３２，５００
	３３９，４００
	２６１，４００

	１３
	４４１，９００
	３４９，４００
	２７１，５００

	１４
	４５１，２００
	３５９，０００
	２８１，０００

	１５
	４６０，３００
	３６８，１００
	２９０，４００

	１６
	４６９，３００
	３７７，２００
	２９９，８００

	１７
	４７５，６００
	３８６，３００
	３０９，２００

	１８
	４８０，９００
	３９５，４００
	３１８，６００

	１９
	４８６，０００
	４０４，４００
	３２７，９００

	２０
	４９０，９００
	４１３，２００
	３３７，２００

	２１
	４９５，７００
	４２１，７００
	３４６，１００

	２２
	５００，４００
	４２９，１００
	３５３，２００

	２３
	５０５，１００
	４３６，０００
	３６０，１００

	２４
	５０９，８００
	４４２，３００
	３６７，０００

	２５
	５１４，５００
	４４８，３００
	３７３，３００

	２６
	
	４５４，２００
	３７９，４００

	２７
	
	４５９，９００
	３８５，０００

	２８
	
	４６５，１００
	３８９，９００

	２９
	
	４７０，０００
	３９４，８００

	３０
	
	４７４，８００
	３９９，６００

	３１
	
	４７９，６００
	４０４，１００

	３２
	
	４８４，３００
	４０８，５００

	３３
	
	４８８，９００
	４１２，７００


　備考　１．新規大学卒の正職員については、２等級１号俸から適用する。
　　　　２．中途採用職員及び嘱託職員については、キャリヤを考慮して会長がそのつど定める。
